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質
問

①
自
主
防
災
組

織
と
自
主
防
犯

組
織
づ
く
り
の
進
捗
に
つ

い
て　

②
防
災
行
政
無
線

の
利
用
の
多
様
化
に
つ
い

て　

③
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
つ
い
て
。

答
弁

総
務
課
長
他　

総
務
課
長
他　

①
自
主
防
災
組

①
自
主
防
災
組

織
は
織
は
2828
行
政
区
。
自
主
防

行
政
区
。
自
主
防

犯
組
織
は
１
１
０
３
名
が

犯
組
織
は
１
１
０
３
名
が

登
録　

②
放
送
目
的
や
必

登
録　

②
放
送
目
的
や
必

に
よ
り
、
介
護
保
険
給
付

に
よ
り
、
介
護
保
険
給
付

の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま

の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
住
民
参
加

す
。
そ
こ
で
、
住
民
参
加

の
健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト

の
健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、

ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、

地
域
の
介
護
力
強
化
が
必

地
域
の
介
護
力
強
化
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
所

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
所

管
だ
け
で
解
決
す
る
に
は

管
だ
け
で
解
決
す
る
に
は

大
き
な
問
題
で
す
の
で
、

大
き
な
問
題
で
す
の
で
、

町
と
し
て
各
課
と
協
議
し

町
と
し
て
各
課
と
協
議
し

て
研
究
し
て
み
た
い
と
思

て
研
究
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
ふ
る
さ
と
支
援
隊

セ
ス
道
路
の
４
車
線
化
を

セ
ス
道
路
の
４
車
線
化
を

求
め
て
い
き
ま
す　

②
河

求
め
て
い
き
ま
す　

②
河

川
改
修
を
進
め
ま
す
。
ま

川
改
修
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
有
事
の
際
に
孤
立
集

た
、
有
事
の
際
に
孤
立
集

落
が
出
な
い
よ
う
に
、
道

落
が
出
な
い
よ
う
に
、
道

路
を
維
持
管
理
し
ま
す　

路
を
維
持
管
理
し
ま
す　

③
周
知
徹
底
に
努
め
ま

③
周
知
徹
底
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
公
園
等
の
使

す
。
ま
た
、
公
園
等
の
使

用
に
関
し
て
検
討
課
題
と

用
に
関
し
て
検
討
課
題
と

し
ま
す
。

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
主
的
に

歩
く
こ
と
で
偶
然
の
出
会

い
が
あ
る
。
こ
ん
な
社
会

整
備
の
計
画
を
国
で
は
推

進
し
て
い
る
が
、
町
で
は

ど
う
か
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

健
康
増
進
課
長　　

ご
指
摘
の
と
お

ご
指
摘
の
と
お

り
推
移
し
、
同
時
に
ひ
と

り
推
移
し
、
同
時
に
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
増
加
が
考

者
の
み
の
世
帯
増
加
が
考

え
ら
れ
、
家
庭
内
介
護
力

え
ら
れ
、
家
庭
内
介
護
力

の
低
下
も
予
測
さ
れ
ま

の
低
下
も
予
測
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
高
齢
化
と
家

す
。
さ
ら
に
高
齢
化
と
家

族
に
よ
る
介
護
力
の
低
下

族
に
よ
る
介
護
力
の
低
下

質
問

防
災
意
識
の
向

上
と
有
事
の
際

の
備
え
と
い
う
観
点
か

ら
、
①
地
盤
災
害
の
予
防

と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
つ
い
て　

②
河
川

砂
防
及
び
治
山
施
設
の
安

全
化
に
つ
い
て　

③
27
ヵ

所
の
避
難
所
と
新
規
設
定

に
つ
い
て
。

答
弁

建
設
課
長
他　

建
設
課
長
他　

①
土
砂
災
害
防

①
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
き
周
知
を
図

止
法
に
基
づ
き
周
知
を
図

り
、
非
常
時
の
情
報
提
供

り
、
非
常
時
の
情
報
提
供

や
迅
速
な
避
難
体
制
を
構

や
迅
速
な
避
難
体
制
を
構

築
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク

築
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク

質
問

日
本
人
の
平
均

寿

命

は

男

性

79
・
44
歳
、
女
性
85
・
90

歳
で
あ
り
、
２
０
２
０
年

の
埼
玉
県
老
年
人
口
割
合

は
28
・
9
％
。
当
町
は

35
・
8
％
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
県
内
5
位
に
順
位

づ
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
見
据
え
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。
ま
た
、
栃
本
親

水
公
園
か
ら
延
び
る
遊
歩

道
が
仙
元
山
見
晴
ら
し
の

丘
公
園
を
結
び
、
さ
ら
に

兜
川
へ
と
分
岐
す
る
遊
歩

道
が
あ
っ
た
ら
、
皆
さ
ん

ど
れ
だ
け
歩
き
た
く
な
る

だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
歩
き

続
け
た
く
な
る
と
思
う
。

健康づくり

何をしてもまずは健康

防
災
対
策

町
民
の
皆
様
が
確
固
た
る
裏
づ
け
の
も
と
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

住民参加のネットワーク構築が必要です

島﨑隆夫議員

戸口　勝議員

要
性
、
効
果
を
十
分
検
討

要
性
、
効
果
を
十
分
検
討

し
た
上
で
放
送
し
ま
す　

し
た
上
で
放
送
し
ま
す　

③
町
が
設
置
す
る
こ
と
は

③
町
が
設
置
す
る
こ
と
は

地
域
住
民
の
要
望
や
心
情

地
域
住
民
の
要
望
や
心
情

に
配
慮
し
た
上
で
真
に
必

に
配
慮
し
た
上
で
真
に
必

要
な
場
合
の
み
で
あ
る
と

要
な
場
合
の
み
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

考
え
ま
す
。

質
問

空
き
家
対
策
に

つ
い
て
①
町
が

考
え
る
空
き
家
の
数
は　

②
苦
情
等
に
よ
り
、
こ
こ

２
年
で
講
じ
た
対
応
と
成

果
は　

③
今
後
の
対
応
策

は
。答

弁
環
境
保
全
課
長　

環
境
保
全
課
長　

空
き
家
の
定
義

空
き
家
の
定
義

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
水

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
水

道
の
休
止
件
数
は
２
０
３

道
の
休
止
件
数
は
２
０
３

０
件
で
す　

②
所
有
者
に

０
件
で
す　

②
所
有
者
に

対
し
て
文
書
や
口
頭
で
指

対
し
て
文
書
や
口
頭
で
指

導
や
助
言
を
し
、
２
年
間

導
や
助
言
を
し
、
２
年
間

で
６
件
の
解
決
を
し
ま
し

で
６
件
の
解
決
を
し
ま
し

た　

③
小
川
町
環
境
保
全

た　

③
小
川
町
環
境
保
全

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
対

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

応
し
て
い
き
ま
す
。

被害の想定を高く設定して
計画してほしいな

い
つ
や
る
か
？

　

い
ま
で
し
ょ
！

　最近、地域協同作業が非常に多く

の問題を抱えていると強く感じてい

ます。例えば、木部区では町のモデ

ル地区として、資源ごみの分別を立ち会

いで行なっています。しかし、町全体の盛り上がり

の欠如、地区の人々の加齢、冬の寒い朝の長い立ち

会いによる健康面への影響等を考えた場合、続行を

断念したいというのが私の考えです。

　道路愛護や河川清掃などについても、別の問題が

あります。本来やむを得ない事情により参加できな

い人の救済措置を逆手にとって、協力しない人も見

られますし、年老いた人が無理しているのではない

かという姿も見られます。神社等の祭事や寺の行事

等も、同様の問題点があるように思えます。

　ありふれたひとり言かも知れませんが、若者が老

人をいたわり、積極的に地域社会の協同作業に参加

してくれることを望みます。

　心をいやしてくれる桜並木。知る

人ぞ知る名所「仙覚律師遺跡」は、

隠しておきたくなるほど美しい桜吹

雪です。

　このあたり一帯は数年前に整備され、うっそうと

茂っていた木々がすっきりとし、名所と成り得る場

所に生まれ変わりました。

　大梅寺に向かう桜並木の道路にレンガを敷き詰め

れば、車も遠慮してゆっくりと通り、お花見ができ

る道になることでしょう。

　この地区のいいところは、風景ばかりではありま

せん。住民の方の温かさです。

　母は老人会を楽しみにしています。区長さんをは

じめ、何人かの退職された男性の方が世話役を買っ

て出て、いろいろ工夫をし会を盛りたててくれてい

るようです。さすが社会でもまれた男性陣は頼もし

い。先輩方を見ていると、第２の人生が楽しみでも

あります。

高齢化社会の地域協同作業に一考
木部　神

かん

田
だ

治
はる

雄
お

社会人から地域人へ
大塚三区　黒

くろ

羽
は

和
かず

子
こ

災害時医療拠点「日赤」を災害時医療拠点「日赤」を
　視察勉強してきました　視察勉強してきました

栃本親水公園から伸びる遊歩道栃本親水公園から伸びる遊歩道


